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研究成果の概要（和文）：本研究は、野生チンパンジーで「文化」と言われている行動変異につ

いて隣接集団間で比較すること、およびメスの集団間移出入および集団間関係を明らかにする

ことを目的として、タンザニア、マハレ山塊国立公園に生息する 2つの隣接するチンパンジー

集団を対象としておこなった。ソーシャル・スクラッチと呼ばれる文化的行動パターンの継承

に関する新たな情報を得たほか、例外的に多数のメスが移入する例などを観察し、そのプロセ

スや他個体の反応などを報告した。 

 
研究成果の概要（英文）：In this research project, I studied two adjacent unit-groups of 

chimpanzees at the Mahale Mountains National Park, Tanzania in search for clarifying the 

cultural differences between the groups, transfer of females between groups, and 

intergroup relationships. I obtained a new information about the succession of cultural 

behavior pattern called social scratch and also I observed the extraordinarily large number 

of female transfer in a year. Thus I have reported its process together with the responses of 

other individuals in the group. 
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１．研究開始当初の背景 

 野生チンパンジーの観察は、1960年代から
現在まで、熱帯アフリカ各地で継続しておこ
なわれている。この過程で、環境要因などで
は説明のつかない集団間の行動の相違が
次々と報告され、野生チンパンジーにも文化
的な多様性があることが指摘されている。ヒ
ト以外の動物が生存し繁殖していくための

情報が、遺伝や個体学習だけではなく、生後
に同種他個体との社会交渉によってどの程
度獲得されているかを知ることは、生物学的
にも重要なトピックの一つである。 
 広義の文化は、社会的に伝達される情報で、
集団の少なくとも一つの性年齢クラスの大
部分が共有するものと定義される。しかし、
野外では社会的学習による伝播の過程を観
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察するのは難しく、集団間での行動比較が中
心的な方法となっている。これまでの比較研
究は地理的に遠く離れた集団間でなされる
のが大部分であったが、行動の違いが本当に
文化的なものであるかどうかを確認するた
めには、環境的・遺伝的条件が近い、隣接集
団間で詳細な行動の比較をおこなう必要が
ある。 
 タンザニアのマハレでは、当初ＫとＭとい
う隣接する二集団が研究されていたが、Ｋ集
団が 1980 年台に消滅してからはＭ集団以外
の集団の調査はほとんどおこなわれてこな
かった。このＫとＭ集団の行動比較をおこな
った研究が、唯一隣接集団間の行動比較を定
量的に示した研究である。しかしながら、こ
れらの研究も、Ｋ集団が消滅した後に、過去
に撮影された写真を参照しておこなわれた
研究であり、これまで直接的に隣接集団間で
詳細な行動比較をおこなった研究は皆無で
ある。 
 

２．研究の目的 

 本研究では、Ｍ集団の北に隣接するＹ集団
の人づけ（観察者の存在にチンパンジーを慣
らすこと）を進め、食性や遊動域などの基本
的な情報を把握するとともに、可能な限り直
接観察をおこないＭ集団と行動を比較する。
一般的に、チンパンジー集団の人づけには 10
年近い時間がかかるため、本研究期間内に完
全な人づけを完了することは難しいが、本研
究で人づけを進めることにより、今後さらに
隣接二集団間の詳細な行動比較が可能にな
っていくことが期待できる。また、完全な人
づけができない状態でも、食性、遊動域、行
動リストなどの基礎的な情報をまとめＭ集
団と比較することができる。さらに、マハレ
では 40 年以上にわたって研究が継続されて
おり、研究体制も確立されているため、訓練
された地元の調査助手の協力によって、Ｍ・
Ｙ両集団について、同じ期間の食性、遊動パ
ターンなどの生態学的データに加え、それぞ
れの行動データを取ることができる。このよ
うに観察条件をそろえることによって、より
厳密かつ詳細な隣接集団間の行動の比較が
可能となる。 
 

３．研究の方法 

 タンザニア共和国マハレ山塊国立公園の
野生チンパンジーを対象とした野外調査を
おこなった。これまでに長期調査がおこなわ
れてきたＭ集団の継続観察に加えて、隣接す
るＹ集団の人づけをおこないつつ、音声、食
痕、糞などの基礎データを蓄積するとともに
可能な限りの直接観察をおこなった。 
 
４．研究成果 
 チンパンジーの人づけには時間がかかる

ため、本研究期間だけでＹ集団のチンパンジ
ーについて、論文としてまとめるほどの詳細
な観察ができるまでには至っていない。しか
しながら、その食性やおおまかな遊動域、発
声頻度、またＭ集団とニアミスした際などの
反応などについては徐々に情報が蓄積され
つつある。このため、2011年度にはトラップ
カメラを導入することによって、無人での情
報収集を試みた。トラップカメラに使用につ
いてはまだ予備段階であり、今後設置方法や
場所などを改善する必要がある。今後も根気
よくＹ集団の観察努力を継続することが人
づけのためには肝要である。 
 Ｍ集団では、たとえば 2010 年には、これ
までにないほど多数のメスが移入するなど、
集団間関係と関連の深い事例の蓄積をする
ことができた。この興味深い事例の報告する
とともに、これまでに蓄積されているメスの
移入事例の分析をおこない、短報としてまと
めた。 
 また、ソーシャル・スクラッチという行動
について、Ｍ集団の中では特異なパターンを
示す個体の娘がやはり同じパターンを示し
ていた事例を確認し報告した。そもそもソー
シャル・スクラッチは、チンパンジーの中で
も少数の集団でしか確認されておらず、明瞭
な機能も想定しにくいことから文化的な行
動と考えられているものである。このため、
母子間での学習の結果と考えることが可能
な事例である。さらに、これまでのチンパン
ジーの文化に関するデータの蓄積を元にし
て、「文化の偏在性と社会性の社会的継承の
可能性」と題する論考を英語の論文集の一章
として執筆した。 
 これらに加えて、これまでに蓄積されたＭ
集団に関するデータの分析をおこない、デモ
グラフィーや文化行動に関する論考を英語
論文集の一章として執筆した。また、今後隣
接する集団間の関係を分析するために不可
欠となるＭ集団の遊動域に関する長期デー
タをまとめた結果を日本霊長類学会で発表
した。 
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